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トト水道分野では,広士或システムの棉築とその運営のシステム化による

和束効果を､公共企業体としての+ニート水道の経常の高効率化に貢献させよ

うとする努力が展開され,強力に推進された｡卜水道では全行政区域､あ

るいはこれを越えるシステムの広士或化が進められ,更に制御用計算機とデ

ータl_回線ネットワークの組合せによるトmタルシステムによって,二れを
高効率で運営することが進められた｡高松山水道局へ納入し′左宝達転に人

った配水コントロールシステムはその代表例であり,配水管舶計算をオン
ラインで行ない,これを直接制御するて)-一方,横†兵市水道局へ納入Lた適
用情報システムは,日獅口50年以降順調にj基転を続けているが､二れは収水

から配水池に毛る全市の水道の原水,i戸遡及び浄水レベルの連用並びに帖

軸をつかきどってきた｡′ じ二城上水道システムは原水,fJiう坦,ilりく,円山くの

すべてのレ〈こルにわた一-ンて一ノ加勺に遁′乱 管押され,詫言要に姐′ナう水がム之
小のコスト,エネルギー,手数で製造,輸送,椚二瓶,円じ水されると とい∴

油川くをも防1上二できるような新Lい時代を迎えたLつ

下水道では普及率の向上がなお重要課題であり,管尖,処理場の鯉.設が

推進されているが,同時に広i或システムの構築とその高効ヰく道営がな引詞さ

れつつある-〕今【d完成した埼玉県中川流域下水道,中川処理j湯はJ｢四日処王里

人L1200ガ人の我が拘最大の施設であり,大存巨f‡水処雌機イ城設伯を納入し

た｡水処理プロセスの自重捕り御は高効率遥′甘に人き く貢献し､特にIlも与1ミ憎

の溶存酸素i農便利御はブロワ消費電力量を約30%イ氏i成できることが`太上子i‡工さ
れ,正二く採用されるに‾二繁った｡広島市'卜水道局旭町処理場では,二のほか
動的汚～尼貯留によるi鬼子ナ液浮遊牛勿?濃度制御が実施され,多くのデータが子ミ去

られつつあるが,二の高効率化への貢南た性は近く明らかにされるであろう｡

Jム城‾卜水道システムの高効ヰく運営の典型例である大阪山下水道局弁大仙水

J叶に納入した大容量雨水ポンプ設備は,1,213haの排除区士或のlこ卸こ1日追を鵜
に約14kmに及ぶ幹線への†売人量を干さ則し,ガスタービン発電設備とホ■ンプ
設備を最適タイ ミングで始動して享受水ヰil枚の絶無をlぎ1るはか,弁大幹線の
約50,000m3の貯留能力と中浜処理場の夜目与ほ巨力を利用し,雨水グ)処月三放流

を行なう総でナ逆用によって,開≡柄時初期越流汚濁l妨止にも貢献することが

期待される｡--一方､上下水道施設が別グ)環+‾対称坦ミ咄になノブなし､ように

が払メっれ,細岡Im‾ミ‾水道局城西ポンプ場,鹿児.｢+川J斯肝止ホンフ場へ
臓汁ポンプ設備を納人Lた〔

環J竜分野では従来の社民根上にとどまらず,多彩な方l｢りへの新たな媒用

が行なわれた｡このブナIrりは,広域システム化,新たな瑞J免 職:境変化への
対応,更にエネルギ【,資7原の柿極的な再利用を挙げることができる-.Jニュi

鳩汚三太総fナ管理システム"ENVIRS■'は庄こ士或の総†ナ拭呈j克行政文技用として開

発された｡イ米健衛生上極めて危険なラッサウイルスなどの研ノ先での∠左くモは､

グローブボックス形キャビネットで確保され,新たにバイオハサー｢卜への

対応が確_､ンニされた｡ボイラ燃料のオ了f尤転校後の満i濃度,高批抗ダストに対

L高件能集席を確イ米するために,回転ブラシ付不多動電極川ラ佗びいJllヒ心棒川手
を直列に組み†トわせた電仁(式集塵装置を徳山曹達休J℃会祉へ納人Lた.こ.池

商耗某省｢‾スターダスト80計画+の
一端として`実証プラントト如上jし=二.書誌滞

された20t/d郡‾-fにみ熱分角牛糞道は,郡市ごみから燃料油とセル_ロース帥♂)

【叫収を目指L運転を開1始した｡また,｢司計L軸の- 一端として一夫証フ■‾ラント(倍
音兵)に併置された30t/d郡市ごみメタン発酵システムは,第一一槽で液化,箭

`_槽でメタンを発生させるため逆転pH領域を変えるように制御され､メタ

ンによるエネルギー回収が[当られている｡引き続き実止プラント とLて逆
転性能l｢り上の努プJとデータ収集が続けられている｡
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上下水道
配水コントロールシステム完成

30ノノ邪心全域を対象とLたF忙水コン

トローールシステム(図1)が高松市水道

局に昭和56年7‖納人され,二のたび

現地調華さを終了Lた｡このシステムの

特徴は皆綱計算をオンラインで行なう

点で我が何最袖のもので､維持管理日寺

代に入った･と吉子われる今後の都1け水道

〕雀用の方l｢りを‾ホすものである｡

配水コントロー/しシステムは,近年

多様化Lた水j卓施設を有機的に運鞘管

理し,必要ち､水…l壬を過i‾l三なrt力で供給

L よう という.世代化ニース一に呼応Lた

もグ〕で,従来､絡騒と拗で様作Lてい

たバルブを.汁符機グ)カ､'イ デンスに従い

操作する.土うにな/ノている.,すなわち,

制御f札汁筒機をイ射IJLて符踊網(図2)

プ‾)iメ己Efi二と口三カキシミュレ‥ショ ンし,

最体か穀適なi允旨を配分･r主三プJ分布とな

る.ようなバルブ開僅を求め,二れを利

子卸J土りJする｢.

技術の中核となるものは,イ ンライ

ン符綱吉十算をベーースヒ Lた1配水制御モ

デルNEFLAN-C(Network Flow A-

nalysisandPlanningMethod-Control)

であるr)NEFLAN-Cは､r別御用計算

機で使えるようにコンパクトで,かつ

高速演算処f里が行なえるようになって

いる..

本システムでは,設備計｢和も行なっ

ている.っ バルブの†立苫や仕様及びb三力

皆き三こ視1昨の付二道の決1主など,従来の計算

機f別御システムの什を超えた幅広いエ



注:0(配水基地),-H-(バルブ)

図2 管路網図
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図3 中川終末処理場一般平面図

ンソニアりングを行なったが,二れは,

門亡水コントロールがi設備計【山トヒ7別御を

切り離せないためである._,

国内最大級下水処理場の第1期

工事を完成

.帖一仁県中川i允城下水道中‖】終人処押
場は,描l三県東部の中二仙｢十∴ 春Fl部パブ

を含む9巾8町の下水を処f弔する他.没

である｡何施設は,標i準清作i/iブJ占法を

用しゝた分流式1丁水処理場で.汁1由j処理人

口が約200ブノ人と,我が国一最大の呪帖

である(図3)｡二のたび1こ成Lた設備

は,｢司施設の巨一安部となる水処理機寸城

設備の第1期工事分で,処.理人IJ約4

万人に相当するものである｡主要機器

は,下記のとおりである`〕

(1)沈殿他用リンクベルトJ(さ/i泥掻寄

機の水平軸間距離は,約50mで我が国

最大級のものである｡

(2)ェアレーションタンク用吊‾Fげ式

散1ミ装置は,散1も板30校/組みである､

(従来同方式では,20枚/組み程度)｡

(3)処理水の一部は,向径5mのノン

図5 大阪市下水道局弁天抽水所向け

2′200mm排水ポンプの工場組立完成

バルブフィルタに_よリi存i言責化されたの

ち､場lノ+グ)雉川水として1年利用される._.

広島市下水道局旭町処理場納め

志度水質制御システム

近で卜,ド水道は維持符+埋の時代に柁

行L,下水処J埋場での水門符f繋が市要

である七いう認識がil■Jiまり′〕つあるr〕

二の.ような1■テj景ク〕もとに,臼､∵馳作J叶

ではけH′書三f/バナ仁処躍プロセスの■封空な水

田符雌を土揺するブイifJ占福利徒柑丈術,及

び二悍来のテ∴一夕解析にも対J芯できるデ

ータ収集機能を広ノ丁い市下水道J[J旭町処

J現場へ納入Lた｡本システムの特技は

次のとぶりである.,

(1)曝気梢内汚泥濃度を一一定にするた

め,曝乞く槽の一 増βを汚fJ占貯七郎持として

利用する動的朽iJ朗丁留制御を行ない,

プロセスの安定化に寄与-した｡

(2)プロセスの適切な運転条件を探藩主

できる水質モニタシステム用モデル開

発に対応できる磁1tテープデータ収駐

機能を付加Lた｡図4にシステム構成

を示す√._)

広壬或の雨水封F除用大容量ポンプ

設備の完成

一世fl二r‾I三Ilノ1ケトでグ)耶JIJ卜水･ク)排水ホン
フ.没仙は､IIJ仏二地ノ)問ヲ邑に.上一--ノて地ト

ト水道幹線グ‾)ヤ別【ifかJム城にわ/∴一ノてj吐

めJ)れ,卜地グ)イr功利J‾Fヨかノノ地‾卜探fパ

部に人?羊Flしホンフ■ぷ川;i与1;‡i;′■卜与`る.汁l叫

か多くちl一〕てきた.‾F水1む幹線ゾ)ヤ糾;ii

に作し､ホンフ場/＼盲允人する 卜水J.士.到

達帖rてjJが如く,i先人主事‡い1､川りととい二

他姓に埜化するため,それに対応Lて

ホンブの排水能力を故人限にヲ己′博させ

るポンプ〔没怖が要求される｡ニグ‾)たダ)

には,流人Flと十川りによる水岬月上範ク〕解

析■ヒ最適な;別御システムの開ヲ芭,放び

,設備機器全体の総合仁i相性を確_さ工さ

せる高度な技術か必要となってき/∴

二のほど,ニグ)ような技術を必安とす

る大阪市下水道J.J納め介ノミ柵水I叶l∴=ナ

ホ■ンフニ設イ削総排水買57.5m3/s,仝糊

付23m)をR‾､工柁術の粋を結り与して′ノヒ成

L/こ(図5)｡,｢司様なシカゴト水道リi紫

団納めポンプ設備r総排水亡.モ67.5m3/s,

仝掲不【Ⅰミ85m)を[i卜き当代三巾である.)
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ポンプ機場の低騒音イヒ

騒音環i境問題に対する社会的関心の

痛まりにより,市仕丁他に設置されるポン

プ機場の低馬養育化の要求は,いまや一

般化している｡ポンプ機場周辺に放射さ

れる髄竜二は,空気仁ミ搬育と固体†云搬音

とに大別されるか,40～45dB(A)以卜

･ク)帆騒汗化を【ズJる場fナやホ■ンプ機場か

故地鳩界線に近接する場ナナには,州体

f云搬一汗を考▲膚したド方存対策か不吋火と

なる｡既に[ト土製作巾では壇J去喋痢グ‾)

振垂わによるl句体仁;掬豊吉をも含めた脂汗

了二渕技術を開発L,何体f云搬音グ‾)防11

技術をr‾fり__LL,帆去騒音ホンフ機j湯を`七

城させているグ)で以卜に純介する1

区16は,新たに開発しじ騒軒チi則千

法によるポンプ‾機場糊jリグ)騒打レベル

グ)計算値と実i則値グ)比較例であるが,

l由j者はよく一二枚Lている.川手i去によ

り,同体†ム搬芹グ)旨き響度を明ノ〕かにす

ると とい二'､防吉対策効果を精度良く

㍍平価している1.以‾卜に,段jせ完成した

帆騒吉ポンプ機場グ)f耽要を述べる=:

(1)福岡市‾F水道局城内ホンフ場で,

1,200mm亡乃糾1充ポンプを電動機駆動か

⊥､〕420PSエン ジン王恥動に改造したか､

エンジンをド方振_支持L(図7),【_司体仁王

搬吉を軽ゞ成する･ととい二.ホンブ1ミ･ク)

無窓化,岐吉処理化などのツ;ウ1ミ仁三才般百

対策を施L騒音の増加を防Ⅰ卜L7∴

(2)寵児.トニ古市水道局新郡止ホンフ場は,

160kW電動機駆動の200mmの2f貨渦巻

ポンプ3子音かJ〕成り､敷地士蓬界線圭で

が2m以下という配.置条件であー-_ノたが,

22
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図7 ポンプ駆動用エンジンの防j辰支持(円内)

ホンフ‾蛙礎と社宅月こ礎ヒの振動絶縁,

上配管と建J萎喋との粘動絶縁,代脈動

ホンフ=の手末梢などにより,敷地境界線

で40dB(A)以ドという†氏騒‾■キホンプ場

を完成させた′

環 境

環境汚染総合管理システム
"ENVIRS”

環境汚染グ)泣こ城化ノ女ひ'急作化に什い,

汚土臭二伏さ妃を常時酷税L,‾疫に.緊急時

の頒.;別を行なう土買塙汚染腎r〔視システム

か,汚染の仲別ごとに多くプり也方｢1ざヂ千

体で+与人されてムり,⊥呪f†∴約130シス

テムが様垂わLている､

鼓i丘では,環上島行1牧の奄ノ∴】二も単なる

汚阜染の駈視かご〕,持主去機構ゾ)解明,総

量規制や環鳩第三響評価に格ると!司時に,

システム化グ)対象が大気ナ/i染だけでな

く,水質ブタi描+騒占二,地盤沈‾卜などに

比脹されてきているっ エソ)ように行1牧

事務そプ〕もク‾)が総/汁的になり,かつ対

象汚染か.Jょかってし1ることか⊥■ノ,二れ

ノブを土揺する環嶋ナノi一浪総でナ符押システ

ムク)導人が必要にな′ンている

R､工製作所くま,汎開コンヒュ一夕を

中核とL,適†‾ii.言十iiir+ち･ピッ‾)技術を有

機r】小二結介した環境汚)太総チ｢管.曙シス

テムー､ENVIRS■'(Environl¶entalMan-

agement System)を開発Lた

ENVIRSは,環鳩テ■一夕ベースを小

心に大;も汚染/女び水質汚f筍常時監視テ

レメータとオンライ ンで結び,テ【タ

収集グ)つど環境監視にデータを供する

と ともに,汎用コンピュータでデータ

格納を行なっている｢っ

また,騒音については計i則器で得ら

れたテ一夕を前処理用グ)ミニコンビュ

ー一夕を介Lてテーータ格納している｡更

亡二､汚染発七施設届出データ,地域社

会北iう亡チーク,地Ⅰ※lテーー一夕,各梓堪準

他チータち-どもバ,ソナで入力きれ,系

統的･･′亡的に上買塙データベースに蓄

柿きれるこ,

二の環嶋デーー一夕ベース中グ)各棺テ■一

夕を境にLて,行政部賢かノブの情報検

ノ素,‖報･牛報･口舌資料などのレポ

ーーートfl三成､上之糊計一重j策定,‾Ⅰ二場事業場

管f軋 総量規制シ ミュレーショ ン.環

鳩宗主響評価,統計解析処J里,汚染濃度

千i則などを行ない,総合的かつ効果的

な環j竜行1牧草二跨執行の一翼を才Llうこと

を目指Lているこ､

iミな処理内界を図8に‾ホすしこ,

′ヾイオ′ヽザード対策用グローブ

ボックス形安全キャビネットシ

ステム

屯陳な柄僚休を取り‡及う柄院,イ叶`先

｢叶ち▲ビゾ)分りり′で｢土､柄原体か外部に油昌

メL71'いようにJ寸じ′i生め,1肝′先符ノ)ノ左仝

を確保するためノ‾)`左令キャビネ･/トか

′比､安である
従水グ‾)1い危検便柄原体rH

ゾ)`左セキ1｢ビネ1ソトに対L,1くシステ

ムは,ラリサウイ/レス,マ㌧-/しブルダ

ウイ′してなどの最高危険性ク)嫡原体グ1

紳`先を叶能とするもので,わか国で細



水質汚濁観測局

常時監視･テレメータ

データ表示

大気汚染観測局

常時監視･テレメータ

届出データ･地図データ･

地域データ･基準値データ /

(ローノ

データ表示

騒音測定点

Q‥P
前処理用ミニコンピューク

環境テ¶タ

/く-ス

ビデオチータ端末
(行政部署)

轟勉艶

●月報･年報

●白書資料 なと

●地域環境管推計画
なと

削減総量算出

総量規制基準値算出

なと

匡18 環境汚染総合管理システム"ENVIRS”のシステム構成

鶉轟

●市町村別発生

施設届出台帳

●発生施設届出

集計表 など

､漫≠｡済㌢で

図9 国立予抒方衛生研究所納めグローブボックス形安全キャビネット

めて′iこ成したP4 レヘル実腺1iに納人

Lたグロー一丁ポ･ソク ス形′左乍キャビネ

･･ノト(′図9)の村民を二jこに述べる

(1)払吋乍能フ†′し夕に上り給･排1i

処fL巨与子丁ろ､･い,′左乍キャヒネ･′ト1勺キ

ー15mmAqこ′)負け∈二仰/‾ノ

(2)本体｢土,漏れ追1×10 7cmニりs以卜

･グ‾)1t璃､情j左七L/二

(3)けい北山!抑投縄∴て㌻横丁て†J掛奉なと､の装

荷を純レみ/i土､み,ノ左仝キャビネソト巾て'′と､

要な一夫験をすべて了fち‾える上うにL/二

石炭ボイラ用移動電極形電気式

集塵装置の完成

燃料のfr炭転換に伴うボイラかごブ排

出されるプライア､ソシュは,高濃度･

高壬氏杭のダストである.っ 特に帆S分の

海外炭を使円Lた場fナには電1も抵抗が

1013n･Cm以卜にもなり,従来グ)岡二右`壷

極形EP(電気式集塵装帯)単独で処理

図10 徳山曹達株式会社

中央発電所納め5号ボイ

ラ用移動電極形電気式集

塵装置

大気汚染モデル

水質汚濁モテル

騒音モデル なと

●汚染マッフ

●風マップ

●相関解析

●時系列解析

●ラーセン解析 など

Lようとすれば,逆丁昆離一現象が発生L､

ノ左;ヒLて■身件台巨を維持することは粥賛任

七なる､｢

二のほど､徳山曽J童株式会社lい央発

電所/＼fH是燃焼220t/hボイラ開ヒLて.

先にH､工が高才氏杭ダスト対策ヒして開

発し,町子村ほ6f†こ怯環J竜笛を一之首Lたぃjl

転ブラシ什格動了巨鯨什壬EPと従来･ク‾)伺

珪電縦形とをシリース､に純･み介わせた

EPlセットを納入!ノた._.

本ポイラ･グ)プライア･ノンュ棍1も抵抗

は,最高1013n･Cmにも達するが,昭和

56年9H〕聾転開始以来,順調に稼働L

ている〔図10).｡
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